
 

 

 

特集２ 北陸信越⼯学教育協会各県支部研究集会講演 

福井大学工学部における理系女子の現状と今後の課題 

 

福井大学大学院工学研究科生物応用໬学専攻 

櫻 井 明 彦 
 
 

 じめにࡣ .1
ᖹ成 27ᖺ 6᭶ 26日ࡢ࡚࡭ࡍࠕࠊ࡟女性ࡀ輝く社会

࡙くࡾ本部 重点方針2015ࠖࡢࡵࡓࡢ㏿女性活躍加ࠕࡀࠖ

ࡳ組ࡾྲྀ࡞様々ࡓ基࡙い࡟ࢀࡇࠊ現在ࠋࡓ決定しࢆ

㸦予算要求㸧ࡀ各省庁࡛進࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ大学等ࢆ所

管ࡿࡍ文部科学省࠾࡟い࡚ࠊࡶ女性ࡢⓏ用ಁ進や女

性研究者࣭技術者ࡢ活躍ಁ進ࢆ࡝࡞目的࡜しࡓ施策

໭ࡢ௒ᖺᗘࠊࡽ࠿社会情勢࡞うࡼࡢࡇࠋࡿい࡚ࡆ掲ࢆ

陸信越工学教育協会福井┴支部研究集会ࠕࡣ工学教

育ࡿࡅ࠾࡟女性エン࢔ࢽࢪ育成ࡢ࡬特色あࡾྲྀࡿ組

ࡳ ᖹ成ࠊし࡚࡜࣐࣮ࢸࢆࠖ 27ᖺ 10᭶ 27日࡟福井大

学࠾࡟い࡚開催さࠋࡓࢀ本稿ࠊࡣ筆者ࡀ行ࡓࡗ講演ࡢ

概要࡛ࡢࡶࡓࡵ࡜ࡲࢆあࠋࡿ 

 

2. 福井大学ࡢ理系女子࡝ࡣこにいࡿ？ 
女性エンࡢ࢔ࢽࢪ育成ࡢࡑࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢ素ࡿ࡞࡜

理系女子ࡢᏑ在ࡀ不可Ḟ࡛あࠕࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿエンࢽࢪ

捉え࡜理系学生全般ࡓࡵ含ࢆ研究者࡜技術者ࢆࠖ࢔

工学ࡣ福井大学ࠋࡿࡳ解析し࡚ࢆ現状ࡢ福井大学ࠊ࡚

部ࠊ医学部ࠊ教育地域科学部ࡢ 3 学部ࡽ࠿構成さࢀ

ࢀࡒࢀࡑࡣ学生定員ࡢ1学ᖺࠊࡾ࠾࡚ ࠊ170ྡࠊ525ྡ

160ྡ࡛あࡢࡇࠋࡿ内ࠊ理系࡟該当ࡿࡍ学生数ࠊࡣ工

学部ࡣ全定員ࡢ 525 ࡚ࡵ含ࢆ護学科┳ࡣ医学部ࠊྡ

170 iྡࠊ教育地域科学部ࡣ多࡟ࡵ見積࡚ࡗࡶ 30 iྡi

࡛あࠊࡾ全学生定員ࡢ約 一ࠋࡿ理系学生࡛あࡀ85％

方ࠊ各学部࡟入学しࡓ女子学生比率ࠊࡣᖹ成 13ᖺᗘ

ࡽ࠿ 27 ᖺᗘࡢ࡛ࡲᖹ均࡛工学部 医学部ࠊ13.5％

教育地域科学部ࠊ58.3％ 63.9％࡛あࡓࡗ㸦表 1㸧ࠋ予

想通ࡾ工学部ࡀపいࠊࡀ全国ᖹ均ࡢ ࡎわࡣࡾࡼ12％

ࡀ女子学生比率࡚ࡗࡼ࡟学部࡟うࡼࡢࡇࠋ高い࡟࠿

大ࡁく異ࡿ࡞要因ࡢ㸯࡜ࡘし࡚ࠊ女子学生ࡢ職業意

識ࡀ挙ࠋࡿࢀࡽࡆ例えࠊࡤ医学部ࢆ卒業࡜ࡿࡍ医師や

┳護師ࠊ教育学部ࢆ卒業࡜ࡿࡍ教員࡜いうࡼうࠊ࡟卒

業後ࡢ職業ࡀ明確࡟示さ࡚ࢀいࡿ学部࡟女子学生ࡀ

集ࡾࡲやࡍい傾向࡟あ࡞ࡍࠋࡿわࡕ女子学生ࠊࡣ男子

学生࡟比࡚࡭明確࡞職業意識ࢆ持࡚ࡗい࡜ࡿ考えࡽ

ࡀ職業ࡢ得可能資格や卒業後ྲྀࡣ工学部ࠊ一方ࠋࡿࢀ

ࡀ魅力ࡣ࡚ࡗ࡜࡟女子学生ࠊࡵࡓくい࡟しࢪ࣮࣓࢖

少࡞いࠊ分࡟ࡾ࠿くい学部࡚ࡗ࡞࡜い࡞ࡣ࡛ࡢࡿい

 ࠋ࠿うࢁࡔ

 

3. 工学部ࡢ理系女子 
生࡟学科ࡢ࡝ࡣ女子学生ࡢい工学部࡞数少ࠊࡣ࡛

息し࡚いࢁࡔࡢࡿうࠋ࠿ḟ࡟ᖹ成 13ᖺᗘࡽ࠿ 27ᖺ

ᗘ15ࡢ࡛ࡲᖺ間࡟工学部࡟入学しࡓ学生࣮ࢹࡢタࢆ

基࡟解析し࡚ࠋࡿࡳ 

3.1 工学部ࡢ理系女子࡝ࡣこにいࡿ？ 
女子学生比率ࡣ学科࡚ࡗࡼ࡟大ࡁく異ࠊࡾ࡞生物

応用໬学科࡜建築建設工学科࡛高いࡀ࡜ࡇ分ࡿ࠿

㸦図 1㸧ࠋ特࡟女子学生比率ࡀ高い生物応用໬学科࡛

ᖹ成ࠊࡣ 27 ᖺᗘࡣ࡟女子学生比率ࡀ約 到㐩࡟50％

し࡚いࠋࡿ一方ࠊ機械工学科ࠊ電気࣭電子工学科ࠊ物

理工学科ࡢ 3 学科ࡣ女子学生比率ࡀ非常࡟పく 5％

以ୗ࡛あࠋࡓࡗ 

 

表 1 福井大学ࡢ女子学生分布 

学部  ྡ 1学ᖺ定員㸦人㸧 女子学生比率(%) 

工学部 525 13.5 

医学部 

㸦医学科㸧 
㸦┳護学科㸧 

170 

(110) 
(60㸧 

58.3 

㸦40.9㸧 
㸦91.2㸧 

教育地域科学部 160 63.9 

図 1 工学部ࡢ各学科ࡢ女子学生比率ࡢ推移 
図中ࡢ人数ࡣ女子学生ࡢᖹ均人数ࠊ括弧内ࡣ女子学生ࡢᖹ均
比率ࢆ示ࠊࡓࡲࠋࡍ図中ࡢ白抜ࡁ文Ꮠࠊࡣ改組後ࡢ新学科ྡ
 ࠋࡍ示ࢆ
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工学部࡛ࡣᖹ成28ᖺᗘ࡟改組ࢆ行うࡀ࡜ࡇ決定し

ࡢ現在ࡾࡼ࡟࡝࡞統合ࡢ学科ࠊࡾ࠾࡚ 8 学科体制࠿

ࡽ 5 学科体制ࠋࡿ࡞࡜改組後ࡢ女子学生比率ࡘ࡟い

工学࣒ࢸࢫࢩ機械࣭ࠊ高くࡀ物質࣭生命໬学科ࠊࡣ࡚

科࡜電気電子情報工学科ࡣపい࡜予想さࠊࡓࡲࠋࡿࢀ

統合し࡞い建築࣭都市環境工学科࡜応用物理学科࡟

 ࠋࡿࢀ予想さ࡜い࡞ࡽ変わࡰ࡯࡜現状ࠊࡣい࡚ࡘ

大学院ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ図 2 様ྠ࡜学部࡟うࡼࡍ示࡟

女子学生ࡢ建築建設工学専攻࡜生物応用໬学専攻࡟

比率ࡀ高いࠊࡓࡲࠋ独立専攻࡛あࡿ⧄維先端工学専攻

進学ࡢࡽ࠿高い生物応用໬学科ࡀ女子学生比率ࠊࡣ

者ࡀ多い࡟ࡵࡓ女子学生比率ࡀ高く࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 

 

3.2 女子学生偏在につい࡚ࡢ考察 
ཷ験生ࡢ学科選択ࡣ࡟教育࣭研究内容ࡀ最ࡶ大ࡁ

࠿面ࡢ別ࡣ࡛ࡇࡇࠊࡀࡿࢀࡽ考え࡜ࡍࡰ及ࢆ影響࡞

࡜個別試験科目ࡢ入学試験ࠋいࡓࡳ加え࡚ࢆ考察ࡽ

女子学生比率ࡢ࡜関ಀࡘ࡟い࡚整理しࠊࢁࡇ࡜ࡓ図 3

高い学科㸦生物応用໬ࡀ女子学生比率࡟うࡼࡍ示࡟

学科ࠊ建築建設工学科ࠊ材料開Ⓨ工学科㸧࡛ 理科ࠊࡣ

໬学ࠕ࡟試験科目ࡢ 物理ࠕࡣࡓࡲࠖ ࠋࡿ課し࡚いࢆࠖ

特࡟女子学生比率ࡢ高い生物応用໬学科࡛ࠊࡣ実績

ࡢし࡚入学者࡜ 80％以ୖࠕࡀ໬学 ࠋࡿ選択し࡚いࢆࠖ

一方ࠊ前期試験࡜後期試験ࡢ両方ࠕ࡟物理 課し࡚ࢆࠖ

いࡿ機械工学科ࠊ電気࣭電子工学科ࠊ物理工学科ࡢ女

子学生比率ࡣ 5％以ୗ࡜極端࡟పいࠋ情報࣭࣓࢔࢕ࢹ

工学科࡛ࠊࡶ前期ࠊ後期ࠕ࡟ࡶ࡜物理 ࡿ課し࡚いࢆࠖ

ࡣ女子学生比率ࠊࡀ 材料開Ⓨ工学ࡾ࠾超え࡚ࢆ10％

科ࣞྠ࡜ベ࡛ࣝあࡢࡇࠋࡿ原因ࡘ࡟い࡚ࡣ不明ࠊࡀࡔ

SE㸦࣒ࢸࢫࢩエン࢔ࢽࢪ㸧ࡼࡢ࡝࡞う࡟卒業後ࡢ職

業ࡀ分ࡾ࠿やࡍいࡶ࠿ࡵࡓし࡞ࢀいࠋ 

 

3.3 理系女子ࡢ大学院進学率 
ḟࠊ࡟女子学生比率ࡀ高い建築建設工学科࡜生物

応用໬学科ࡢ大学院進学率ࡘ࡟い࡚࣮ࢹタࢆ整理し

㸦図ࡓࡳ࡚ 4㸧ࠋ生物応用໬学科ࡢ学生ࠊࡣ生物応用

໬学専攻࡜独立専攻࡛あࡿ⧄維先端工学専攻࡟進学

し࡚いくࠊࡓࡲࠊ⧄維先端工学専攻ࡣ࡟材料開Ⓨ工学

科ࡢࡽ࠿進学者ࡶいࡵࡓࡢࡇࠋࡿ大学院進学率ࡘ࡟

い࡚ࠊࡣ分母ࢆ生物応用໬学科+材料開Ⓨ工学科㸦以

降ࢆࢀࡇࠊ໬学系学科ࡿࡍ࡜㸧ࡢ学生数ࠊ分子ࢆ生物

応用໬学専攻+材料開Ⓨ工学専攻+⧄維先端工学専攻

大学ࡣ建築建設工学科࡛ࠋࡓし࡚算出し࡜学生数ࡢ

院進学率ࡢ男女差ࡣᑠさいࠊࡀ໬学系学科࡛ࡣ進学

率ࡢ男女差ࡀ大ࡁいࠋ建築建設工学科ࡣ他ࡢ学科࡜

比࡚࡭公務員ࡿ࡞࡟割合ࡀ高いࡀ࡜ࡇ要因ࡢ㸯࡜ࡘ

考えࠋࡿࢀࡽ 

図 2 工学研究科ࡢ各専攻ࡢ女子学生比率ࡢ推移 

図 3 個別試験科目࡜女子学生比率 

図 4 女子学生比率ࡀ高い学科ࡢ大学院進学率 
右ୖࣛࢢࡢフࡣ生物応用໬学科࡜材料開Ⓨ工学科ࡽ࠿生物応
用໬学専攻ࠊ材料開Ⓨ工学専攻ࠊ⧄維先端工学専攻ࡢい࠿ࢀࡎ
 ࡍ示ࢆ進学率ࡢ࡬専攻ࡢ
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4. 女性エンࢽࢪア育成対策 
ୖ述しࡓ福井大学ࡿࡅ࠾࡟理系女子ࡢ現状ࢆ考慮

し࡚女性エン࢔ࢽࢪ育成対策ࢆ考え࡚ࡓࡳいࠋ 

4.1 福井大学ࡢ現状 
女性࡟限ࠊࡎࡽエン࡜࢔ࢽࢪし࡚社会࡛活躍ࡿࡍ

ࠊし࡚࡛࡜当然ࡣ࡜ࡇࡿࡍ卒業ࢆ工学部ࠊࡣ࡟ࡵࡓ ࡁ

࡟理想的ࠊ࡜ࡇࡿࡍ修了ࡣ大学院博士前期課程ࡤࢀ

ࠋしいࡲ望ࡀ࡜ࡇࡿࡍ修了ࢆ大学院博士後期課程ࡣ

残念ࡽࡀ࡞現状࡛ࡣ大学院ࡢ女子学生比率ࡣ非常࡟

పくࠊ博士前期課程࡛ 9％程ᗘ࡛あࡿ㸦博士後期課程

ࡢ ࡀ信頼性ࡵࡓい࡞少ࡀタ数࣮ࢹࠊࡣい࡚ࡘ࡟19％

పい㸧ࡘ࡟ࢀࡇࠋい࡚ࠊࡣ女子大学院生ࡢ素ࡿ࡞࡜工

学部ࡢ女子入学者ࡀ少࡞い࡜ࡇ㸦14％程ᗘ㸧ࡀ大ࡁく

影響し࡚いࡿ㸦図 5㸧ࠋ 

 

4.2 高校生ࡢ現状 
工学部入学者ࡢ女子学生比率ࡀపい原因࡜し࡚ࠊࡣ

高校࡛ࡢ文理選択時࡟理系ࢆ選択ࡿࡍ女子生徒ࡀ少

物理ࠕ࡟ࡽさࠊ࡜ࡇい࡞ ࡞少ࡀ理系女子ࡿࡍ選択ࢆࠖ

いࡀ࡜ࡇ挙ࠋࡿࢀࡽࡆ一般࡟高校࡛ࡣ㸯ᖺ生ࡢ後期

文系ࡣࡽ࠿㸰ᖺ生ࠊࢀ行わࡀ希望調査ࡢ文理選択࡟

ࠊ࡟際ࡢࡑࠋいく࡚ࢀ࠿分ࡀ㸦授業㸧ࢫࣛࢡ࡟理系࡜

数学ࠕ 物理ࠕࠖ࡜ 選択ࢆ文系ࡣ生徒࡞苦手ࡀ両方ࡢࠖ

し࡚いࠕࠊࡓࡲࠋࡿ物理 ໬学ࠖࠕࠊࡣ生徒࡞苦手ࡀࡅࡔࠖ

生物ࠕ࡜ ࠋࡿ選択し࡚いࢆࢫ理系コ࣮ࡿࡅཷࢆ授業ࡢࠖ

女子生徒ࡢ多くࠕࡣ物理 工学部ཷ験ࠊࡵࡓ࡞苦手ࡀࠖ

選ࢆ໬学+生物ࠖࠕࠊく࡞ࡣ物理+໬学࡛ࠖࠕ࡞᭷利࡟

択し࡚いࡿ割合ࡀ高いࡢࡇࠋ傾向ࠊࡣ筆者ࡀ高校生ࡔ

 ࠋࡿう࡛あࡼい࡞い࡚ࡗ変わࡾࡲあ࡜数十ᖺ前ࡓࡗ

4.3 福井大学ࡢ取ࡾ組ࡳ 
女性エンࢆ࢔ࢽࢪ育成ࡿࡍ㸦増やࡍ㸧ࠊࡣ࡟ࡵࡓ理

系ࢆ選択ࡿࡍ女子生徒ࢆ増やࡀ࡜ࡇࡍ第㸯ࡢ課題࡛

あࠋࡿḟ࡟理系ࢆ選択しࡓ女子生徒ࡀ工学部࡟入学

ࠊし࡚ࡑࠋࡿ課題࡛あࡢ第㸰ࡀ࡜ࡇࡍ増やࢆ割合ࡿࡍ

工学部ࡢ女子学生ࡢ大学院進学率ࡀ࡜ࡇࡿࡆୖࢆ第

㸱ࡢ課題࡛あࠋࡿ 

第㸯ࡢ課題ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ高校生ࡀ文理選択ࢆ決定

楽しࡢ理科࡟࡛ࡲ秋ࡢ高校㸯ᖺ生ࡕわ࡞ࡍࠊ前ࡿࡍ

さࢆ教え࡚ࠊ理系選択ࡍಁࢆ努力ࡀ必要࡛あࡢࡇࠋࡿ

対策࡜し࡚ࠊ福井大学࡛ࡣᖹ成 22ᖺᗘࡽ࠿敦賀気比

高校࡜連携し࡚高大連携科学探究講ᗙࢆ開催し࡚い

࡟ࢫ生物コ࣮࡜ࢫ物理コ࣮ࡣ生徒ࠊࡣ講ᗙ࡛ࡢࡇࠋࡿ

分ࠊࢀ࠿各コ࣮࡛ࢫ஧日間࡟渡࡚ࡗ講義ࡅཷࢆ実験

ࡢ参加者ࠊࡣࢫ生物コ࣮ࡿࡍ担当ࡀ筆者ࠋ行うࢆ 60

理系進ࡢ女子生徒ࠊࡾ࠾࡚ࡵ占ࡀ女子生徒ࢆ80％～

学ࡍಁࢆ絶好ࡢ機会࡚ࡗ࡞࡜いࡿ㸦図 6㸧ࠋ一方ࠊ物

理コ࣮࡟ࢫ参加ࡿࡍ女子生徒ࡣ少࡞いࠊࡀ物理好ࡁ

 ࠋいࡓࡁ活用し࡚いࡶし࡚௒後࡜機会࡞貴重ࡍ増やࢆ

第㸰ࡢ課題ࡢ࡬対応ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ昨ᖺᗘࡣ࡛ࡲオ

࣮プンキࣕンパࡢ࡛ࢫ大学説明や出前授業ࡢ際ࡢ大

学紹௓࡟止࡚ࡗࡲいࡣࡽࢀࡇࠋࡓ多くࡢ大学ࡀ行ࡗ

࡚いࡿ行஦࡛あࠊࡾさࡢ࡝࡯効果ࡣ期待࡛࡞ࡁいࡑࠋ

理系女子応援セࡿࡼ࡟女性研究者ࠕࡽ࠿௒ᖺᗘ࡛ࡇ

㸦図ࡓ開始しࢆ࣮ࠖࢼ࣑ 7㸧ࠋ講師ࡣ学内ࡢ女性教員

研究ࡢし࡚自身࡜対象ࢆ女子高生ࡢ理系ࠊ担当しࡀ

やキࣕࣜ࢔形成ࢆ中心࡟理系ࡢ魅力ࡘ࡟い࡚解説し

女子高生ࠊく࡞࡛ࡅࡔ女子高生ࡣ࡟࣮ࢼセ࣑ࡢࡇࠋࡓ

࣏ࡀ࡜ࡇࡿ伴し࡚いྠࡀ母親ࡍࡰ及ࢆ影響࡞多大࡟

図 5 高校生ࡽ࠿女性エンࢽࢪアࡢ࡛ࡲプロセࢫ 

図 6 高大連携科学探究講座࡛ࡢ実験ࡢ様子 
黄色枠ࡣ女子生徒 

図 7 理系女子応援セミࢼーࡢ様子 
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入学ࡢ来ᖺᗘࡣ効果ࡢ࣮ࢼセ࣑ࡢࡇࠋࡿあ࡛ࢺン࢖

者状況ࡤࢀࡅ࡞ࡳࢆ分࡞ࡽ࠿いࠊࡀ理系女子ࡢ勧誘

効果ࡀあ࡜ࡿ期待し࡚いࠋࡿ 

第㸱ࡢ課題ࡢ࡬対応ࠊࡣ各研究室ࢆ運営し࡚いࡿ

教員個人࡟委࡚ࢀࡽࡡいࡿ部分ࡀ大ࡁいࠋ学科単఩

࣓ࡢ大学院進学࡟大学入学時や研究室配属前ࠊࡣ࡛

ࣜッࢆࢺ説明し࡚いࠊࡀࡿ就職࡟直接関ಀࡿࡍ景気

動向ࡢ方ࡀ強く影響ࠊࡵࡓࡿࡍ明確࡞手応え࡞ࡣいࠋ 

4.4 理系女子ࡢ意識  
大学院進学ࡘ࡟い࡚ࡢ考えࢆ生物応用໬学科ࡢ女

子学生࡟聞いࠊࢁࡇ࡜ࡓ大学院進学࡛迷࡚ࡗいࡿ女

子学生ࡣ少࡞くࠊ概ࡡḟࡢ㸰ࡢࡘパタ࣮ン࡟考え方

 ࠋࡓい࡚ࢀ࠿分ࡀ

(1) 大学入学時ࡽ࠿大学院進学ࢆ考え࡚いࠋࡿ 

㸦親ࡣ当然進学࡜考え࡚いࡿ㸧 

(2) 大学院進学ࢆ全く考え࡚い࡞いࠋ 

㸦親ࡀ必要࡞い࡜言࡚ࡗいࡿ㸧 

いࡢࢀࡎ場合ࠊࡶ親ࡢ影響ࡀ大ࡁいࡣ࡜ࡇ予想通

全くࢆ大学院進学ࡣࡢࡓ驚いࡀ筆者ࠊࡀࡓࡗあ࡛ࡾ

考え࡚い࡞い女子学生ࡢ理由࡛あࠋࡿ複数ࡢ女子学

生ࡀ進学し࡞い理由ࡢ㸯࡜ࡘし࡚ࠊ結婚ࡀ遅くࡗ࡞

࡚しࡲう࡜答え࡚いࠋࡓ晩婚໬ࡀ進ࡳ女性ࡢᖹ均初

婚ᖺ齢ࡀ 29.3才㸦ᖹ成 25ᖺᗘ厚労省調査㸧ࡗ࡞࡜

࡚いࡿ現在࡛22ࠊࡶ 才࡛就職しࠊ数ᖺ働い࡚ 20 代

後半࡟࡛ࡲ結婚30ࠊ才࡟࡛ࡲ出産࡜いう考え方ࡣ残

 ࠋࡓい࡚ࡗ

࡟結婚後や出産後ࠊ対し࡚࡟女子学生࡞うࡼࡢࡇ

大学院࡟進学࡜ࡿࡍいう࣮ࣝࢆࢺ示ࠊࡣ࡜ࡇࡍ女性

エン࢔ࢽࢪ育成ࡢࡵࡓࡢ㸯ࡢࡘ対策ࡶ࠿ࡢࡿ࡞࡜し

博士後期課࡟結婚後ࡣ研究室࡛ࡢ筆者ࠊ実際ࠋい࡞ࢀ

程࡟入学し࡚学఩ྲྀࢆ得しࡓ女子学生ࡀいࡢࡑࠋࡿ

後ࠊ彼女ࡣ博士研究員ࠊࡾ࡞࡜出産ࡿࡼ࡟休職ࢆ挟ࢇ

࡛現在ࡶ女性研究者࡜し࡚活躍し࡚いࠋࡿ 

 

 にࡾわ࠾ .5
残念ࡽࡀ࡞福井大学工学部࡛ࡣ女性エンࡢ࢔ࢽࢪ

育成࡟関し࡚ࠊ他校࡟自慢࡛ࡼࡿࡁう࡞特別ࡾྲྀ࡞

組ࢆࡳ行࡚ࡗい࡞いࡀࡢ現状࡛あࠋࡿ 

௒後ࡾྲྀࡢ組࡜ࡳし࡚ࠊ一部ࡢ大学࡛ᑟ入さ࡚ࢀ

いࡿ女子学生優遇策ࠊࡣ࡟理系女子ࡢ増加࡟一定ࡢ

効果ࡀ期待࡛ࠋࡿࡁし࠿しࠊ入試࡛ࡢ女子枠設定や女

子用奨学金ࡢ࡝࡞女子学生優遇策ࠊࡣ男子学生ࡢ࡬

逆差別ࡾࡀ⧄ࡶ࡟弊害ࡢ方ࡀ大ࡁい࡜考えࡓࡿࢀࡽ

 ࠋい࡞しくࡲ好ࡣᑟ入ࠊࡵ

筆者ࠊࡣ特別ࡾྲྀ࡞組ࢆࡳ行う࡞ࡣ࡛ࡢくࠊ理系女

子応援セ࣑࣮ࢼや高大連携ࡢ࡝࡞地㐨࡞努力ࢆ続ࡅ

エンࡶ女性ࠊ࡜ࡇࡍ増やࢆ理系女子࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ

ࡍ示ࢆࣝࢹいう࣮ࣟࣝࣔ࡜ࡿࡁし࡚活躍࡛࡜࢔ࢽࢪ

ࢆい環境ࡍ目指しやࢆ࢔ࢽࢪエンࡀ理系女子ࠊ࡜ࡇ

整えࡀ࡜ࡇࡿ工学部࡜し࡚重要࡜ࡔ考え࡚いࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i┳護学科㸦60ྡ㸧ࠊࡣ個別試験ࡢ理科࡟基礎科目し࠿課さ࡞いࡵࡓ高校側ࡣࡽ࠿文系࡞ࡳ࡜さ࡚ࢀいࡿ 
ii理数教育࡜生活科学教育ࡣ理系࡟分類しࡓ 
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